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実験１．原料粉末における基礎特性評価と EPD 条件の検討 
 出発原料として、セリア安定型ジルコニア粉末（Ce-TZP）（70 vol％）とαアルミナ粉末（αAl2O3）（30 vol％）
の混合粉末を用いた。エタノールを溶媒として２種の濃度（10、20 wt％）のスラリーを作製した。次に、1 mol/l-
硝酸と 1 mol/l-アンモニア水を用いて酸滴定および塩基滴定を行い、pH を変化させてゼータ電位（帯電状態）を測
定し等電点を検討した。さらに炭素電極を使用し、同様に pH を変化させて EPD（電圧 50、100 V）を行い、堆積重
量を計測した。 
実験２．ナノ複合粉末の作製と評価 
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堆積重量を測定した。 
２) Ce-TZP/γAl2O3 を用いた複合化 
 原料粉末として Ce-TZP 粉末と反応活性の高いγAl2O3 粉末を使用し、湿式および乾式ボールミルにより２種の粉
末を混合した。混合粉末を 1200～1400℃で仮焼した後、ボールミルにより混合・粉砕して調整粉末とした。この調
整粉末を TEM により評価した。さらに、EPD を行い、各調整粉末における堆積重量を測定した。 
実験３．EPD に適した複合化粉末の検討 
 実験２において複合化の進んだ仮焼温度の粉末を選択し、遊星型ボールミルにより粒径が微細になるように調整し






１．Ce-TZP/αAl2O3 混合粉末において酸滴定、塩基滴定を行う前の pH は 7.4～7.8、ゼータ電位は＋30.8～＋33.6 mV、










３．γAl2O3 粉末を用いて 1300℃で仮焼した調整粉末を遊星型ボールミルにより調整すると、粒径約 150 nm～350 
nm の複合化粉末が作製可能であり、通常のボールミルの場合に比べて EPD による最大堆積量が約 40％増加した。
1100℃の焼結体では、ガラス浸潤時に試料が崩壊し、物性の計測ができなかった。1180℃、1250℃で焼結し、ガラ








論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究はナノ複合化技術を用いて電気泳動堆積法（EPD）に最適化した高強度高靭性ナノ複合材料を開発すること
を目的としたものである。 
 その結果、Ce-TZP と Al2O3 をナノ複合化させるには、反応活性の高いγ-Al2O3 を使用することが有効であり、作
製した複合化粉末を微細に調整することにより電気泳動堆積法に対応可能な材料が作製でき、さらに堆積後に適切な
温度で焼結しガラス浸潤を行うと、機械的特性を向上させることが可能であることが示された。 
 以上のことから、本研究はナノ材料工学と歯科学を融合した学際領域における新しい歯科用材料開発に重要な知見
を与えるものであり、博士（歯学）の学位を授与するに値するものと認める。 
